
20aXE-13
YNi2B2Cのバンド構造の詳細を考慮したギャップノー
ドの位置の推定
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ボロカーバイドYNi2B2Cは、ポイントノードを持つ異方的 s波超伝導体であると考えられ

ている。また、この物質は極めて異方的なバンド構造を持つことが報告されている [1]。しか

しながら、この強いバンド構造の異方性を考慮した研究は、実験理論ともに十分に行われてい

ない。そこで我々は、任意の異方的フェルミ面を持つ超伝導体に適用できる準古典理論に基づ

く解析的理論 [2]を用いて、渦糸近傍での局所電子状態密度分布 (LDOS)を計算し STM実

験 [3]と比較を行った。

図 1: YNi2B2Cのバンド構造を取り入
れた渦糸近傍の局所電子状態密度分布。
STM像の四つのピーク [3]を再現して
いる。

前回の学会では、バンド計算によるYNi2B2Cの

フェルミ面の特徴を捉えた近似的なフェルミ面を用

意してLDOSを計算することで、YNi2B2Cのポイ

ントノードは従来考えられてきた位置と異なる位置

にある可能性があることを示唆した。

今回は、バンド構造の詳細 [1]を用いて現時点で最

も現実的なYNi2B2Cのフェルミ面を使い、LDOS

を計算した。その際、ギャップ構造をさまざまに仮定

しYNi2B2Cの STM実験結果を再現するように試

みた。また、同じフェルミ面を用いてDoppler Shift

法に基づき状態密度の磁場方向依存性を計算し、比

熱・熱伝導率の磁場方向依存性の実験 [4, 5]と比較し

た。その結果、STM実験、比熱、熱伝導率すべてに

矛盾しないギャップ構造を得ることができた。得られ

たギャップ構造によるLDOSを右図に示す。

我々の理論によると [2]STM実験はアンチノードの情報を拾うプローブである。したがっ

て、ノードの情報を拾う実験手段（比熱や熱伝導率）と組み合わせることでギャップ構造の推

定が可能になるのである。
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